
●2000年度の総排出量は、基準年総排出量比約約88％増％増
●６％削減約束を達成するためには、2000年度から
　約約1414％相当分の排出削減％相当分の排出削減が必要
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京都議定書約束

1,159百万ﾄﾝ

基準年
総排出量

1,233百万ﾄﾝ

2000年度
総排出量

1,332百万ﾄﾝ

2008～2012年度（平均）
目標排出量

地球温暖化対策推進
大綱（2002年３月）（注）

により一層の排出削減
対策を推進

地球温暖化対策推進地球温暖化対策推進
大綱（大綱（20022002年３月）（注）年３月）（注）

により一層の排出削減により一層の排出削減
対策を推進対策を推進

6%6%

8%8%

●総排出量のうち9割以上を占める二酸化炭素は、

　部門別にみると以下のとおり。
　　　＜産業部門＞　　　＜産業部門＞19901990年度比＋年度比＋0.9%0.9%
　　　＜民生部門＞　　　＜民生部門＞19901990年度比＋年度比＋21.3%21.3%
　　　＜運輸部門＞　　　＜運輸部門＞19901990年度比＋年度比＋20.6%20.6%
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495百 万ｔ

民 生 部 門

256百 万ｔ

産 業 部 門

318百 万ｔ

運 輸 部 門

490百 万ｔ

212百 万ｔ

263百 万ｔ

(前年度比▲0.2%)

(前年度比＋2.9%)

(前年度比▲2.1%)

わが国の温室効果ガス排出量の状況

(1990年)

２
（注）京都議定書が発効した後には、温暖化対策推進法に基づく「京都議定書目標達成計画」を改めて策定予定。


